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改めて感じさせられました。また、子どもたちの感
想は体験をして「違い」に向き合った様子がうかが
えるものでした。「自分と向き合う」、「他者と向き
合う」、「違いと向き合う」、「地域と向き合う」ため
の場が、いろいろな場面でもっと増えていくことを
願っています。
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辻　　猛司
（宇都宮大学教育学部スクールサポ トーセンター、コーディネーター）
原田真理子
（佐野市日本語教室指導助手、多文化公共圏センター研究員）
矢部　昭仁
（宇都宮大学国際学部多文化公共圏センター、コーディネーター）
若林　秀樹（宇都宮大学国際学部特任准教授）
青木さや香（宇都宮大学教育学部 3 年）
アギーレ・ヘレーラ・ガブリエラ・マルシア
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2010年7月27日（火）、宇都宮大学教育学部小会
議室において、同学部スクールサポ トーセンター主
催の教職員サマーセミナーの一講座として「学校に
おける外国人児童生徒教育の現状と課題」が開催
された。このセミナーは、栃木県における外国人児
童生徒教育の現状と課題について討議することを目
的とし、就学状況や進路問題、学校における受け入
れや日本語指導、地域との連携等、さまざまな角度
から現状について検討しようとしたものであった。
当日は参加者の自己紹介に続いて、以下のような
順で講義・日本語実技指導が行われた。
・滞日外国人問題の全体的背景と栃木県の外国人
児童生徒教育の現状について
　　田巻松雄（国際学部・教授）
　　若林秀樹（国際学部・特任准教授）
・栃木県における外国人児童生徒教育施策につ
いて
　　丸山剛史（教育学部・准教授）
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宇都宮大学国際学部４年　
上田・ミリアン・ナオミ
交流会が始まった時、私は子供達とどう接すれ
ば良いのか分かりませんでした。両国の子供達は
ばらばらでしたし、緊張した表情の子もいたから
です。しかし、活動し始めると子供達は活発に交
流し、私たち学生にも話かけるようになり、交流
会を楽しむことができました。
特に印象に残っているのは、一人の日本人の子
の質問です。その子は不安そうに「外国人の子で
も友達になってくれるの？」と私に聞いたのです。
「もちろん」と答えました。私は自分の体験を話
すなかで「親友は日本人の子だよ」と伝えました。
子供達がお別れを言う際、同じ子が「『ありがと
う』はポルトガル語で何て言うの？」と私に聞き、
ブラジル人の子にポルトガル語でお礼を言いまし
た。私は感動し、交流を行った意義を感じました。
両国の子供達が今回の交流をきっかけに、異
文化の壁を乗り越える一歩を踏み出せたと信じた
いです。そして、これからも多様な異文化交流や
体験を通して柔軟に成長し続けていってくれるこ
とを願っています。
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・栃木県で外国人児童生徒教育にあたる教師の取
り組みをどうみるか
　　小原一馬（教育学部・准教授）
・子どもの言語発達と日本語指導について
　　鎌田美千子（留学生センタ ・ー准教授）
・「多文化教育」の理論と方法について
　　戚　傑（留学生センタ ・ー准教授）
本年度は、新たに若林、戚のお二人の先生に参
加していただき、栃木県の外国人児童生徒教育の
実状、多文化教育論に関する内容を取り入れた。
外国人児童生徒教育に関する講座は、2年連続し
て開講したものであり、どれくらい参加者が集まる
か不安ではあったが、予想に反して昨年度の17名を
上回る24名が参加してくださった。参加者の内訳は
次の通りである。小学校10名、中学校4名、高等学
校10名。昨年度とは異なる方々が20名以上参加して
くださったことは大変ありがたいことである。なか
には2年連続して参加してくださった方も1名いらし
て、それには恐縮した。
スクールサポ トーセンターの実施したアンケ トー
の結果をみると、アンケ トーに回答した23名すべて
が、「とても満足」（14名）、「やや満足」（9名）に
○印を付けており、セミナーの内容は、受講者に概
ね好意的に受け取られたものと考えられる。
同じアンケ トーの自由記述欄（「あなたが満足さ
れたのは具体的にどのような点ですか。」）には次
のような回答が記されていた。
○参加された各学校の情報を聞くことができた。
（視野が広がった。）「日本語指導法」について、
初めて体験できた。
○栃木県の実態を具体的に教えていただけた。
○栃木県の現状もよく理解できましたし、栃木県全
体での、これからのネットワークに期待がもてるか
らです。
○自分が知りたいと思っていた部分に視点をあてら
れた講義内容であった。
○栃木県の現状を知ることができた。小中の先生
方の話を聞くことができた。
○多岐に渡る話が聴けた点。
○具体的な方法、（指導法）などがわかった。悩み
を解決する種になるものが得られた。／数名の教
授から違った面からのアプローチによる講義は大
変勉強になりました。自分が良いと思う方法を取
り入れながら常に疑い、更なる向上を目指してい
けたらと思います。ありがとうございました。
○明日（今日）から自分にできることを実行していこ
うという気持ちをもてた。パイオニアになろうとい
う思いを持てた。
○知識欲が満たされた。
○教え方を実践を通して知ることができた。教材・
用具の使い方がわかった。
○外国人児童への支援・実態が様々であることを
知ったこと。演習で、どんなふうに接したらいい
か、ヒントをもったり、教材を知ったりしたこと。
（一斉学習への支援の方法はまだはっきりしない
というのは残念でしたが、夏休み明けからがんば
れそうな気がします。）
○日本語の具体的な手法がわかった。英語教員とし
て参考になる部分もあった。
○午前から午後にかけての研修内容で、栃木県の
外国人児童生徒教育の現状と課題がよく理解で
きたから。県内、さまざまな学校の現状がわかっ
たから。日本語指導を具体的にロールプレイを行
うことで、難しさも体験できたから。
○日本語教育の現状、理論的なことを知ることがで
きた。今まで勉強する場がなかった。
○新しいものの見方、考え方に接することができた。
○専門外なのでついていけない部分も多かった。参
加者の方々のお話が聞けて参考になりました。
○知らなかったことを知れた。しかし、どの先生の
話も「もう少し聞きたい」というところで終了だっ
たので2日に分けてもいい内容かと思います。
○外国人児童生徒の現状を知ることができた。
○小原先生の話は、現場にあった内容でした。十分
に話が聞けなかったのが残念でした。
○2時限目の小原先生の講話の内容が現場に合った
ものでよかった。時間が少なくてじっくり聞けな
かったのが残念でした。
○もう少し外国人児童生徒の対応のしかた（問題
行動等）を教えていただけたらと思いました。
○新しい知識を多く獲得できた。
○小中高の各現場での現状を知ることができた。
これらの回答をみると、いくつか点で課題がある
ように思われる。例えば、講座の内容が盛りだくさ
んで、一つ一つの内容が十分深められなかったこと
をあげることができる。また、参加者はさまざまな思
いをもってセミナーに参加しており、自己紹介には
十分時間をとる必要があると感じた。
次回は、内容を精選しつつ、連続して参加してく
ださる方をも想定しさらに新たな内容を組み込み、
受講者にとって一層有意義なものとなるようセミ
ナーを企画したい。
